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第１回日本のへそ西脇農業ビジョン検討委員会 会議録要旨 

 

■日 時：平成25年５月27日（月）13:30～16:00 

■場 所：西脇市民会館 １階 中ホール 

■出席者：                                （敬称略、順不同） 

所属 役職 氏名 備考 出欠 

（株）兵庫大地の会 取締役常務 藤原久和 生産（土地利用型）  

北はりま農産物直売所出荷者協議会 会長 藤原 晃 生産（園芸）  

黒田庄和牛同志会（婦人部） 代表 上田久子 生産（畜産）  
みのり農業協同組合 
西脇営農経済センター 

センター長 石田康治 流通加工（ＪＡ） 代理 

西脇多可料飲組合 理事長 松田幸絋 流通加工（飲食業）  

企業組合 黒っこマザーズ 代表 西村萬里子 流通加工（食品加工業） 欠席 

西脇市消費者協会 会長 内橋昌子 消費生活（消費者協会）  

西脇市いずみ会 会長 片岡正子 消費生活（食育関係）  

兵庫楽農生活センター センター長 泉谷裕司 消費生活  

兵庫大学（経済情報学部） 教授 池本廣希 学識経験者 欠席 

神戸大学大学院農学研究科 特命助教 山下陽子 学識経験者 欠席 

（株）神戸新聞社 北播総局 局長 吉岡猛逸 情報  

西脇市農業委員会 会長職務代理 小西池 明 行政（農業委員会）  
兵庫県北播磨県民局 
加東農林振興事務所農政振興課 

主査 山田昌資 行政（兵庫県） 代理 

公募委員  岸本卓也   

公募委員  藤原一志   

公募委員  藤原徳久   

・來住壽一西脇市長 

・事務局：西脇市建設経済部農林振興課、（株）地域計画建築研究所（アルパック） 

 

■議事次第 

１．開会 

２．あいさつ 

３．委員紹介  

４．策定の経緯について 

５．西脇市の農業の現状について 

 ６．意見交換 

 ７．今後の方向性について 

 ８．閉会 

 

■内容 

１．開会 

 

２．あいさつ 

 検討委員会の開催にあたり、來住壽一西脇市長より挨拶を行った。 
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○市長 

 委員の皆様は、直接的、間接的に農業と関わりがあり、かつ第一線で活躍しておられる方ばか

りである。素晴らしい農業ビジョンが策定されると思っており、今から楽しみである。 

昭和27年の市制施行以来、西脇市は織物の町、釣針の町、地域商業の盛んな町として発展して

きた。これらには行政として支援を行ってきた一方で、農業には重点を置いてこなかったが、黒

田庄町との合併をきっかけに、農業にスポットを当てて地域活性化の柱の１つにしている。 

旧西脇市には、総合的・体系的な農業ビジョンがなかったため、これまでは模索しながら進め

てきたが、旧黒田庄町で取り組んでいた「有機の里づくり」事業の西脇市全域での展開により、

地域農産物の評価も高まっている。また、農産物の直売所である「旬菜館」は、厳しい経営状況

ではあるが、嬉しい成果である。このように、皆様の熱心な取組により、西脇市における農業に

対する意義は高まってきた。 

しかし一方で、農業者の高齢化が進み、遊休農地も増加しており、農業の集約化を進めたい。

また、西脇市の農業の特産品には黒田庄和牛や黒大豆、金ごま、酒米などがあるが、どこでも流

通できるような、新しい特産品にもチャレンジしていく必要がある。他にも、安全・安心・新鮮

な農産物を目指した、生産者の顔が見える地産地消の推進、加工品づくり、田園空間の景観、農

地と水を守ることも課題である。「楽農」という観点では、生きがいづくり、健康づくりなどの効

果に加えて、都市との交流、滞在型農業体験の可能性も考えられる。 

このような様々な取組の中で、販路や地産外消を考え農業振興を展開できればいいが、課題を

きちんと取り入れ、着実に推進できるビジョンが必要であり、庁内でも何度も議論を重ね、「西脇

市でこそ通用するビジョンを作ろう」という話が出た。 

委員の皆様は、農業の専門家ばかりである。大変だと思うが、どうかこの機会に西脇市にふさ

わしい農業ビジョンを策定して頂けるようお願いしたい。 

 

３．委員紹介  

 事務局より各委員の紹介を行うとともに、各委員による自己紹介を行った。 

 

４．策定の経緯について 

 日本のへそ西脇農業ビジョンの策定の経緯について、事務局より説明を行った。 

 

５．西脇市の農業の現状について 

 西脇市の農業の現状について事務局より説明を行った。 

 

６．意見交換 

○委員 

耕作放棄地について、市全体の状況は理解できたが、市内でも地域により状況が異なるのでは

ないか。８つの地区の実態を教えてほしい。 

 

○事務局 

ご指摘のとおり、住吉町は中山間地域、黒田庄町は平坦地が多いなど、地域によって状況が異
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なる。次回に地区別の資料を提示したい。 

 

○委員 

耕作放棄地の面積は、感覚的にはもっと多いように思うがどのように算出しているか。 

 

○事務局 

年１回市内の農地をまわり確認するパトロール、農業委員会からの聞き取りから算出している。

しかし、生産調整でお米を作っていない地域では、草刈りだけ行っている農地も多く、調査時に

草刈りがされ整備されている農地は判断できず、耕作放棄地として計上していない場合もある。

また、数年続けて耕作放棄地であった農地を耕作放棄地として算出しているため、ご指摘のとお

り、実際はもう少し多いと考えている。耕作放棄地は、人手、売り手の問題など複数の要因があ

り、解消に向けてどう誘導していくかをビジョンで示したい。 

 

○委員 

現状データから西脇の厳しい状況がうかがえる。西脇市の農業の特徴は、農家率が低い割に、

人口が一定おり消費力があるので、生産拡大する余地がある。その際、有機の里や西脇ブランド

に特化した取組を進めたらどうか。担い手については、新規就農者の希望が結構あるが、地域側

での農地や住居等の確保、技術等の受け入れ体制整備が必要。また受け入れの意識づくりも必要。

売る場所として、直売所等が整備され、これは他市に比べて強みであり、今後は、これらのこと

を循環させていくことが必要である。 

 

○事務局 

生産量が少ないという認識は持っているが、生産されたものは国内においても評価が高い。西

脇ファーマーズブランドは、付加価値を高めるということ以上に、西脇市の農産物を知ってもら

いたいという思いが強い。 

 

○委員 

大地の会は会員数が25名、うち西脇市内が３名である。全体の平均年齢は35.6歳であり、最年

少は22歳である。新温泉町から淡路島まで会員がいるため、農業に関する様々な情報を得ること

ができる。現在は、お米に特化した加工品づくりに取り組んでおり、こちらから営業を掛けなく

ても酒蔵メーカー、お菓子メーカー側から「県内のお米を使いたい」と依頼がある。加工品用の

お米のため、高価格な取引には繋がりにくいが、自分たちが作ったお米を知ってもらうきっかけ

になり、励みになっている。 

西脇市内の農業は、中途半端な農家が多いという印象がある。定年後に趣味、健康を目的にし

ている農家と、農業で生活していくしかない農家の二極化しており、その２つの融合化は難しい。

例えば、直売所などで、安くなりすぎないように価格設定のルールを定めるべきである（六甲の

めぐみはルールがある）。 

有機の里づくりの推進は賛同するが、近年、硝酸態窒素などの問題もあり、安心を保証するた

めの土壌分析を行うことも必要と考える。また、消費者団体や飲食店などと連携した認証やPRな
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ども必要である。 

 

○委員 

農家ひとくくりで考えるのではなく、①規模を拡大する農家、②高齢者などの生きがい農業、

③安全安心や食育としての農業、④障がいを持った方の働き先という可能性もある。⑤新規就農

の地域での受入体制整備、⑥六次産業化の取組が必要である。直売所としては、安全安心、少量

多品目で質の高いものをめざしている。 

 

○委員 

「有機の里づくり」について、今後も協力を呼びかけていくべきである。 

 

○委員 

本市出身のミュージシャンであるトータス松本さんと連携し「トータス丼」を開発・販売して

いる。今季も６月中旬から組合員の店舗で販売することになっており、西脇ロイヤルホテルでも

販売を予定している。 

組合員の中には、市内の野菜で、「葉っぱが付いた大根」「小さな玉ねぎ」「葉ごぼう」など特定

のものを仕入れたいという声もある。農家とのマッチングもできればと思っている。 

 

○委員 

消費者協会では「ごみを減らす」という観点から、段ボール箱を利用した土づくりを行ったが

手間が多く浸透しなかった。 

地産地消を進めたいと思っており、スーパーのない地域で、農家が農産物販売する場を設置し

ているが、安くて農家は困っている状況である。 

また、高齢者や一人暮らしの家庭では加工品の需要が一定あるが、現状は、個人宅などで赤飯

やお餅を作っている。地域での加工所の必要性もあるかもしれない。 

消費者協会では、定期的に食育などの勉強会を行っている、市内にはスーパーや飲食店も多い

ので、そこにも市内の農産物が普及してほしい。 

 

○委員 

 いずみ会では、幼児・小学生の親子や高齢者を対象に、食育、食生活改善に取り組んでいる。 

 赤は肉などのタンパク質、黄色は米などの炭水化物、緑は野菜、白は調味料と、４色のエプロ

ンに手作りの食品グッズを貼り付け、エプロンシアターという料理教室を通じて食べ物の大切さ

や役割などを伝えている。 

昨年から北はりま農産物直売所出荷者協議会と連携し、市内、近郊の食材を使用して料理教室

等を実施しており、今後も続けていきたい。 

また、安心、安全な食品を提供してもらうには、私たちが今後生産者とどのように取り組んで

いくべきか考えていきたい。 

 

○委員 
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小学校の時に、農薬、放射能による有害物質は危険であることを学び、有機農法、自然に近い

ものを食べるようにしている。食の安心・安全はもっと重要視していくべきである。 

特に、外食産業については、どこの食材を使っているかを考えるべきである。地産地消や安心・

安全を推進してほしい。黒田庄和牛の飼料も地産地消にするべきではないだろうか。 

 

○委員 

農家もボランティアではなくお金儲けをする必要があるが、経費も掛かり、利益を出すことは

非常に難しい。田んぼがあるから仕方なく栽培している農家、自給分だけ作っている農家も多い。 

このような現状を変えるためには、これまで黒田庄でやってきたように、集落廻りを行い、農

業に夢と希望を与えるような講演会や学習会を行い、農家の意識を変えていく必要がある。 

 

○委員 

土地を守るために農業をしている農家が多く、消費者目線を持っている農家は少ない。 

また、私の住む地域は中山間地域であり、獣害被害も多く農業を辞めようという人も多かった

が、昨年度、集落を囲む防護柵が完成し、獣害被害が減った。こうした獣害対策も必要であろう。 

 

○委員 

生産調整のため４割の農地で米が作れない。逆に言えば、市民のためにもっと米や野菜をつく

れる可能性があるということだ。このような状況の中で耕作放棄地を解消し、生産量をどの程度

まで増やせるか、また、そのうち直売所にはどの程度出荷できるのかを整理しておく必要がある。

10年、20年の長い期間で考えていくべきである。 

 

○委員 

三田市にある直売所「パスカルさんだ」は、広報に積極的であり、例えば、ウドを出荷するた

め「農家の目ならし会」など行事を、様々な機会で広報している。そういった地域性、季節感の

ある農産物の出荷は、メディア側もよく取り上げている。直売所で注目されることで、農家にと

っては生きがいを感じることにもなる。西脇市も情報発信を活発にしていくべきである。 

また、パスカルさんだでは、地元の女性会が作ったやまびこ味噌やお餅を売っており、「ここで

しか買えない」という付加価値があり、わざわざ買いに行っている。西脇市でもこのような付加

価値を付けていくべきである。 

 

７．今後の方向性について 

 今後実施するアンケート調査、ヒアリング調査の概要、また、西脇農業ビジョンの構成案につ

いて、事務局より説明を行った。 

 

８．閉会 

 

以上 


